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巻 頭

忘れ去られた研究とリズム研究の楽しみ
井上慎一

山口大学理学部時間生物学研究室

私が生物リズムの研究を始めたのは、
視交叉上核が発見されてからすぐ後の頃
であった。当時は Suprachiasmatic Nucle-
usとSupraoptic Nucleusの区別がつか
ず、多くの教科書を調べてみてもわから
なかった記憶がある。その時、サーカデ
イアンリズムは、現象の記述が終わって、
それを統一的に理解するための formal-
Ism、すなわち、 自由継続とか位相反応
とか言う概念がPittendrighや Ascho旺に
よって完成されたところであった。時代
はいよいよ生体内の内部構造を具体的に
解明するところにさしかかっていた。視
交叉上核に生物時計が局在していること
を示した研究はその時代の生み出した成
果であった。
それから 25年を経て、サーカデイアン
リズムの細胞分子機構が解き明かされる
時代を迎えている。リズムの分野の論文

it志をにぎわし、
25年前には何年かかっても明確な答えは
得られないだろうと思っていた問題があ
っさりと解決された。例えは、、生物時計
機構がタンパクレベルで生じることかそ
れとも転写レベルも含まれているのかと
いう問題は当時は尽きることなく論争さ
れていたのに、今は当然のこととして誰
も尋ねたりしないようになった。リズム
が細胞レベルで起こることか、それとも
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ネ111経細胞のネットワークなのかについて
も、たった一つの実験で決着がつけられ
てしまった。自分たちがそれに貢献でき
たわけではないが、自分たちが毎日考え
続けている分野の知識が目に見える形で
先に進んでゆくのを見ると、自然と何か
しら誇ら しし、感じを持って しまう。サー
カデイアンリズムの研究は大勢の若い優
秀な研究者を惹きつける分野に成長 した
ことを喜びたい。
サーカデイアンリズムの研究が25年で

他のどの分野にも負けない巨大な成果を
挙げたことはおそらく確かなことのよう
に思う。しかしながら、その問す、っとこ
の分野の変選を眺めていたものにとって
は、その過程で、 一旦大変話題になった、
多くの概念や研究が忘れ去られてしまっ
たことに何かすっきりしない、悲しさに
似たものを感じている。日本人の優れた
仕事が評価されていないというようなこ
とを言っているのではない。当時、研究
の渦中で考えたときにはそれがサーカデ
イアンリズムの本質的な理解に欠かせな
いと考え、さらに世界中の多くの人もそ
う思ったにちがいない考えや研究対象が
今は研究する人も少なくなってしまった
ことを思っている。自分が関係した分野
ではペプチドのことが挙げられる。視交
叉上核に特徴的に発現するペプチドはき



っと間違いなく 、その特異的な機能であ
るサーカデイアンリズムに大事な役割を
果たしているに違いないと思った。あれ
だけ多くの研究がされた神経線維のトレ
ーシングについて、 今ではほとんど論文
も出なくなった。そのほか、 自分が実験
したわけではないが、おもしろいと思っ
たのに、いわば当たらなかったアイデイ
アは数多い。
細胞周期とサーカデイアンリズムの関

係などがそうである。生体Jl莫に組み込ま
れたタンパクの細胞膜上での流動性が昼
と夜では異なっているのではないかとい
う、 当時有名だ、ったモデルは今どうなっ
ているのだろうか。c-fosの光誘導とか
G A B Aの応答とかグリアによる細胞問相
互作用などはいわば当たらなかった最近
の例に入りかけているのかもしれない。
サーカデイアンリズムの特徴は行動から
のフィードバックがないことであると多
くの教科書に書いてあったが、今は行動
によって、位相が変位することになって
いる。セントラルペースメーカーがサー
カデイアンリズムを発振して、他の組織
はそれに従うだけだと思っていたのが、
今は末梢の時計が話題になっている。そ
れを聞くと、 昔の概念に親しんだ者には
一抹肺に落ちないものを感じてしまう。
研究が進行してゆく過程で、その渦中
にいる人間にとっては、そこで議論され
ている問題にデータで答えたい、と常に
思うものである。だから、人がデータを
報告し、それがサーカデイアンリズムの
本質の理解に結びつく問題だといわれれ
ば、必死でその先の実験に取り組むこと
になる。しかし、その時にはき っと何も
見えていなかったのではないか、と今と
なると思う。私が見てきた 30年近くのサ
ーカデイアンリ ズム研究の年月を振り返
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ってみれば、いかに我々は迷走したかを
感じ取ることが出来る。私自身のことで
あるが、人の言うことに振り回され、何
一つ本質的な事柄には理解が届かなかっ
たと思う。いや、ただ人に遅れないよう
にするだけで、本質的な理解を 目指そう
などと言う発想はもともとなかったとい
うのが正しいのかもしれなし、。そのよう
な30年を経て、依然失敗を繰り返してい
るが、それでも、そのお陰で、科学の研
究というものがようやく少しわかってき
たような気がしている。科学者として何
をすべきであったのか。自分の見識を築
きながら、そこからしっかりと視点を定
めて、なるべく遠くを見て、本質的なこ
とと些末なこととを見極め、 30年の時間
を貫き通すような仕事をしなければなら
なかった。それが少しでもわかったこれ
からこそ、もう一つ良い仕事が出来そう
な気がしている。もちろん、それは自分
が仕事をすることと同時に自分の教室か
ら、自分が理解するのに30年をかけてし
まった事柄を 5年ぐらいで理解できる研
究者を育てることでもある。
同時に、不安なこともある。それは、

科学の楽しみ方を少し知ってしまったの
ではないかということである。科学は競
争だという人もいるし、確かにそれが科
学の前線を進めてゆくのも確かなことか
もしれない。しかしながら、 一生の時間
の半分ぐらいを研究室で過ごすサーカデ
イアンリズムの研究者にとって、別の楽
しみがなければやってゆけなし、Science、
Cell、Natureに論文を載せることを楽し
みにしている科学者もいるが、我々には
もう少し、手近な科学する喜びがあって
ほしいと 4151っていた。それを、この研究
の著しく速い変化を目の前で見せられ
て、研究の進行を少し離れたところから
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観察することに見つけてしまった。サー
カデイアンリズムの研究が右往左往しな
がら、いかに迷走し、道を間違えながら、
少しずつ動いていくかを眺めることは、
何か、とてもおもしろい。次の方向を予
測し、それが当たれば、密かに「どう
だ! J という気持ちになり、予想が外れ
れば、それはそれで無責任に忘れてしま
う。なんだか小説を読んでいるような楽
しみ方である。もっともこういう態度で
は、良い実験は出来ない。
サーカディアンリズムの研究は研究者

の 1世代である 50年で大きく進歩して見
せた分野である、だから、時計遺伝子や
末梢の時計の概念がどんな方向に変化し
てゆくのかを想像していると、サーカデ
イアンリズムの研究者を選択した幸せを
身にしみて感じる。
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捕手L類体内時計の階層構造
: クロノアーキテクチャー

山崎晋
ノくージ‘ニア大学生物学部N S F時間生物学センター

晴乳類の体内時計は、主振動体 (master clock) と従属振動体群 (slave oscilla-
tors) から構成される階層構造をなすというモデルは古くから提唱されていたが、
これまで末梢組織からリズムを正確に測定する方法がなかったため、そのモデル
は推定にすぎなかった。しかし、最近の時計遺伝子のク口一ニングの成果によ
り、末梢組織に減衰振動体が存在することが確認され、主振動体との相互関係や
その階層構造が明らかにされつつある。晴乳類の体内時計の構造を解析する研究
は、時差ぼけやシフトワークにおける肉体的不快感 (malaise) を理解するう
えで、きわめて有益であるばかりでなく、これまで経験的に行われていた時間治
療 (chronotherapy) に有用な情報をもたらすことが期待できる。

1. S C Nの時計
晴乳類では視交叉上核 (SCN) に、活

動リズムを駆動する時計が存在すること
が、これまで数多くの研究によって示さ
れてきた 16. 21. 4510  S C Nを破壊すると活
動、体温、血中ホルモンなど観察される
ほとんどのサーカデイアンリズムが消失
する l山羽立制。 一方、 S C N破壊によって
リズムの消失した動物に、他個イ本の S C N
を移植すると活動リズムが再現する 山心。
このとき、 S C N 破壊した野生型のハム
スターに、活動リ ズムの周期が短い( 約
20時間) タウミュータントハムスターの
SCNを移植すると (SCN破壊前の野生型
の周期は約 24時間)、 20時間の活動リズ
ムが現れるお) 0 S C N移植によって再現す
るサーカデイアンリズムは活動リズムの
みで、松果体メラトニン、血中コルチゾ
ール、コルチコステロンなどのホルモン
リズムは再現しない2九 また、再現した
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活動リズムは明暗条件に同調しないへ
ラットやハムスターの脳に慢性電極を

埋め込み、無麻酔無拘束の動物から電気
活動を記録する方法がある。この方法で
記録した S C Nの電気活動は、昼間に高く
夜間に低いリズムを示すは礼 附。 S C N以
外の脳部位でもサーカデイアンリズムが
みとめられ、それは夜行性の行動リズム
と一致して、夜間に高く 昼間に低い 13. 14 

181。ラットの S C Nを外科的に周りの組織
から隔離すると S C Nの電気活動リズムは
継続するが、 S C Nの外側のリズムは消失
する へ また、同様の方法でS C Nを外科
的に隔離すると、活動リズムが消失する
ことが報告されている l九 これら 一連の
10 V 1 V O における実験は、 S C Nにサーカ
デイアンベースメーカーが存在し、それ
が他の脳部位でみられるリズムをドライ
ブしていることを示している。
一方、ハムスターでは、 S C Nを周りの
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組織から隔離しても動物の活動リズムは
消失しないという報告がある九 また、
S C Nを破壊した動物に、低分子量の物質
しか通さないカプセルに閉じ込めた S C N
を移植するとリズムが再現するというこ
とが示され、 S C Nの出力はホルモン様物
質であることが指摘されている 3九 これ
らの結果は先に述べたラ ットの結果と相
反するように思われる。ハムスターの活
動リズムは S C N以外の脳部位の電気活動
リズムを必要としないのだろうか、それ
とも本来神経性とホルモン性の両方の出
力があって、ホルモン出力のみでの活動
リズムをある程度駆動できるのだろう
か。今後、物質の同定を含む、詳細な研
究が望まれる。
S C Nがin vitroでもサーカデイアンリ
ズムを刻むという研究は数多くのグルー
プによってさまざまな方法により確認さ
れているが、誌面の関係上、詳細は、総
説を参考していただきたい帆却} o S C Nが
in vitro で自律振動するということ、
S C N破壊により観察されるほとんどのサ
ーカデイアンリズムが消失し、 S C N移植
によって活動リズムが再現するというこ
とから S C Nが主振動体であると考えられ
ている。

2. S C N以外の時計
先に S C N破壊によりほとんどの観察さ

れるサーカデイアンリズムが消失すると
述べたが、これまでにいくつかの S C N非
依存性リズムの存在が確認されている。
ラット網膜のディスクシェデイング、マ
ウス角膜上皮細胞の有糸分裂リズムは、
S C Nを破壊した動物でも持続する 4位2 札
これらは、晴乳類の眼球内に時計が存在
することを示唆しており、ラットの光感

H 本1時間生物学会会誌 VoI. 7.No.2 (2001 )  
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受性を行動学的に測定して得られるリズ
ムがS C N破壊後も持続することと一致す
るへ その後、網膜に振動体が存在する
ことが、培養網膜から放出されるメラト
ニンのリズムの測定によって直接示され
た州。 また最近、培養したレンズにおい
ても N A T活性のリズムが継続すること
が報告されている 1)。
1964年に、培養したハムスター副腎か
らコルチコステロンの放出のサーカデイ
アンリズムが観察されたという報告があ
り zへ それは 1974年に他のグループに
よって追試されている制。 また肝臓では、
酸素消費量、タンパク合成、核の大きさ
の変化のリズムがin vitroでも継続する
ことが報告されている1 0 . 17 川。これらの
1960、70年代に報告された研究は、 S C N
が主振動体であるという一連の研究体系
に埋もれて、これまでほとんど注目され
ることがなかったため、 一般にあまり知
られていない。最近では、 培養したラッ
ト)j革臓から統計的に優位なインスリンの
放出リズムが報告されているへ
一方、S C N非依存性のリズムとして、

周期的制限給餌によるリズムとメトアン
フェタミン投与によるリズムは詳細にわ
たり研究されており、 一般に幅広く 受け
入れられている II }。ラットを自由給餌か
ら昼間4時間のみ餌にアクセスできる制
限給餌に切り替えると、夜間の活動リズ
ムに加え、餌を得られる時間の数時間前
から盛んになる予知活動が見られるよう
になる。予知行動は、 S C Nを破壊しても
観察できるが、制限給餌から自由給餌に
戻と、すぐに消失する。ところが、 1-2週
間後に動物を絶食させると、餌にアクセ
スできないにもかかわらず、餌を予知し
ていた同じ時間に予知行動が現れる。こ
の時間記憶は50 日以上持続したという報



告もある幻)。 この現象は、 S C N破壊動物
( 恒明条件) でも見られることから、 S CN
以外にある振動体 (food-entrainable oscil-
lator: FEO) が存在することが推定され
た。実際に F E Oがどこに存在するかを確
かめるために、数多くの破壊実験がなさ
れたが、確固たる存在場所ーは見つかって
おらず、それゆえ、複数のやj J 経核のネ ッ
トワークがF E O として働いている可ー能性
が提案されているお}。 ラットにメトアン
フェタミンを投与すると 24時間の明暗周
期に同調した成分に加え、 24時間よりも
長い周期のリズムが現れる。そのリズム
の特徴は F E O と似ているといわれている
が、 F E O と同じ振動体なのか、それとも
F E O と強く結合している別の振動体が存
在するのか未だ不明のままである 11 1。

3. 主振動体と従属振動体
それぞれの生体機能には 1 日のリズム

があり、それが明暗周期に対して一定の
位相関係を保 っている 。 1978 年に
Halbergのグループはマウスの様々な生
体機能のピークが一日のどの時間; 貯にあ
るのかを詳細に調べ、“位相地区1" を作
成した 101。各々の生体機能のピークが一
日の異なる時間にあること、明暗周期を
シフトした時にそれぞれの生体機能が定
常な位相に落ち着くまでの速度がことな
ることから、 Moore-Ede らは、 JI雨乳類の
体内時計の構造として、 主振動体と複数
の従属振動体からなる階層構造を提案し
ている 到。
最近になって、相次ぐH南乳類時計遺伝
子のクローニングにより、 末梢に時計が
ある可能性に注目が集まった。)11買遺伝学
的方法によ ってクローニングされた
Clockやショウジョウパエの時計遺伝子

H 本11寺問中物学会会誌 Vo I. 7. N o .2 ( 2 0 0 1 )  

のホモログとしてクローニングされた
P e d宣伝子群など崎乳類の時計遺伝 子は
S C N以外にも中枢、末梢組織の様々な場
所で発現していたのである 日間 41 10 時を
同じくして、ショウジョウバエの per遺
伝子は、遊離培養した様々な組織でリズ
ムを示すことが発表された泊。さらに培
養したラット繊維芽細胞から Per遺伝子ー
のリズムが観察され 11、培養したゼブラ
フィ ッシュの末梢組織においてもショウ
ジョウパエ同様に、時計の存在がみとめ
られたことなどから 471、H甫乳類でも末梢
組織に時計が存在する可能性が高まっ
た。

4. 末梢組織に減衰振動子の発見
著者らのグループは、 Per1プロモータ
にリポーター遺伝子ルシフェリンをつけ
たコンストラクトを導入したトランスジ
ェニックラットを作成し、 Perl転写リズ
ムを発光によってモニターすることに成
功したろい。予想通り、培養した S C Nから
は主観的昼にピークがあるほぼ24時間周
期のリズムが 1 ヶ月以上にわたり観察さ
れ、 S C Nが自律振動体であることを確認
した(図 1、2 )。培養した筋肉、 JI市、肝
臓などの末梢組織からも、 主観的夜にピ
ークがあるリズムが観察されたが、それ
らのリズムは、 1週間以内に減衰 した
(図 3 )。振動の止ま った組織でも刺激を
すると、 再び振動が開始することから、
減衰は、培養条件の不適当さによるもの
ではないと考えられる。我々は附乳類の
サーカデイアンシステムを、 自律振動体
S C Nが末梢に存在する減衰振動体群をド
ライブしている階層構造であると考え、
それを確かめるために、明暗条件をシフ
トした結果生ずる各々の振動体の位相の
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図 1 トラ ンスジェニ y クラ y 卜S CN の発光リ
スム
Per1-luc トランスジェニ y クラ y 卜のS C N を浩
美膜上で、ルシフェリンを含むi吉養液で培養し、
培養直後 (D ay 0) から発光リスムを光電子倍
増管により連続測定した。
S C N から得られる約24時間のサーカティアン
リスムは、培地交換なしでも 3週間以上継続し
た。(山崎未発表テータ)
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図 3 末梢組織のサーカティアンリズム
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図 2 長期i音養 S CN から得られた発光リズム
Per1-luc トランスジェ二 y クラッ トのS CN をC 0 2 インキュベ タ で培養
し ( 1週間に一度の培地交換)、122 日後からルシフ工リ ンを含む培養液で
発光のリズムを記録した。 同じ条件で用意した 4 つのカルチャ を同様に
扱ったが、測定開始時にみられた位相はそれぞれ異なっていた (2 例をそ
れぞれA とB に示してある)。この事lふ S CN は培養中 (発光を測定してい
ない問も) それぞれわずかに異なる周期でリスムを喜IJみ続けていたことと、
1週間に一度の培地交換はリスムをリセッ トしなかったことを強く示峻し
ており、長期培養中に振動がとまっていて、培地交換時から振動が再び開
始したのではないものと考えられる。(山崎未発表デーヲ)
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P er1 -luc トランスジ工ニックラ ット( 3 ヶ月齢) から取り出 した、 松果体、下垂体、角線、肝臓の小片を、ルシフ工リ ンを
含む培養液中で培養し、発光のリスムを測定した。培養観察される最初のピークの位相、周期は組織によって異なる。また
観察したすべての末梢組織から得られるリズムは 2 日から 1 0 日間で減衰した。(山崎未発表デーヲ)
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動きを観察した。明暗条件の 6時間およ
び 9時間のシフトに対し、 SCNは前進後
退とも即座に新しい明暗周期に再同調し
たが、末梢時計は再同調に時間がかかっ
た。たとえば筋肉は光条件を 6 時間前進
させた翌日では一時的に無周期となり、
6 日後には位相前進を完了する。それに
対し、位相後退では、翌日にはすでに、
ほぼ半分の 3時間の位相後退が観察され
る。同様に肺でも再同調に必要な日数は、
後退よりも前進が長かった。一方、肝臓
では位相前進が後退よりも早く完了する
ことがわかった。これら組織により位相
変化の速度が異なることは、 SCNからの
同調シグナルが 1つではないことを想像
させる。光条件をシフトさせると、 末梢
時計が新しい条件に再同調するには時間
がかかり、組織によっては一時的に無周
期となる。この SCN時計と末梢時計間の
一時的な位相の乱れが時差ぼけやシフト
ワークの肉体的不快感を生じさせている
ものと考えられる。

5. 同調シグナル
S C N  (自律振動体) が末梢に存在する

減衰振動体を振動し続けるようにドライ
ブしているというモデルを直接証明する
には、 SCNを破壊した動物で末梢の時計
がどうなるかを調べる必要があるが、残
念ながら信頼しうるデータは未だ発表さ
れていない。最近、体内時計の階層構造
を考えるうえで重要な結果が 3つのグル
ープからそれぞれ異なる方法で示された
i.  9. 39)。昼間のみの制限給餌により、ラ ッ
トやマウスの肝臓のリズムの位相が夜か
ら、 昼にシフトしたのである。それとは
対照的に、 SCNの位相は光サイクルに同
調しており、制限給餌の影響をうけなか

H 本i時IIIJ生物学会会誌 Vo I. 7.N o.2  (200 1)  

った。これらの結果は、肝臓のリ ズムは
自由給餌では SCNを介して明暗条件に同
調しているが、 昼間の制限給餌 Fでは、
SCNの支配から外れ、餌の時間(昼) に
同調しうることを示している。それでは、
どの生体信号が肝臓のリズムの位相をセ
ットしているのであろうか? Schibler 
のグループはデキサメタゾンが培養繊維
芽細胞のリズムの位相を変位させること
と、デキサメタゾンをマウスに投与する
と肝臓、 腎臓、心臓のリズムの位相が変
化することから、グルココルチコイドが
同調シグナルであることを提案している
九 しかし、後に同じグループが肝臓特異
的にグルココルチコイド受容体を欠如さ
せたマウスでも野生型同様に制限給餌に
より肝臓のリズムの位相変化が生じたこ
とを報告している九 我々のグループも
コルチコステロンを投与しても肝臓や肺
のリ ズムが位相変化しないことを観察し
ているので ( 副腎からのホルモンが関
与する可能性は低いと思われる。S C Nか
ら末梢組織への神経連絡も確認されてい
るが 1へ 迷走神経を切断しても制限給餌
により予知活動やコルチコステロンのJ:
昇が観察されることから仏お}神経出力の
関与は少ないと考えられる。
ごく 最近 McKnight のグループが

Clock:BMAL lや N PAS2:BMAL l ヘテロ
ダイマーの D N A結合活性がN A D補助因
子のレドックス状態によって異なること
を発表し、摂食による細胞内のレドック
ス変化が末梢の時計を同調させている可
能性があることを提案している :九

6. おわりに
S C Nから末梢時計への同調シグナル
は、 実際には複雑で、複数のシグナルが
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補償しあうように働いているため、その
一つだけを取り去っても正常に機能する
のかもしれなし、。あるいは、複数のシグ
ナルが合わさって初めて機能するのでそ
のうちの一つだけを投与しても位相変化
が観察されないのかもしれない。S C Nが
活動リズムや摂食行動のリズムを支配し
ていることから、究極には、 S C Nから肺
や肝臓への同調シグナルは存在しなくて
も、 S C Nは活動リズムを通してして肺の
リズムを、摂食行動を通して肝臓のリズ
ムを同調することができる。すなわち、
S C Nは摂食のタイミングを支配するだけ
で、実際には、食べた餌が( たとえば血
糖値を上昇させることによって) 肝臓の
時計をリセットし、また S C Nは活動リズ
ムを支配するだけで、肺は運動量( 酸素
消費) により位相をリセットされる可能
性も考えられる。そうなると、主振動体
末梢時計からなるフィードパックルー
プは生体にとどまらず、生体の外に出て
いることになる。
いずれにせよ、主振動体から末梢時計

への同調シグナルをみつける意義はきわ
めて大きいとおもわれる。たとえば、 癌
の時間治療で、正常細胞と癌細胞の時計
の位相をコントロールし、正常細胞に毒
性のないかつ癌細胞に効果がある時間に
薬を投与するこ とも可能である。また、
より身近なことでは、時差ほけや夜勤時
に多くの人が体験する食欲不振に対応す
るために消化器官系の位相をあわせるこ
とが可能になるかもしれない。
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藍盟 人
小川暢也編「時間薬理学」朝倉書底(2001年 1月)

名誉会員

療やその基盤をなす楽理学の上で'Mi視できないもの
であることを、はじめて積極的に訴えたのは Hal-
berg とReinberg、1960 1，1・代の後半のことである。
そのころ私はミネソタ大学の Halbergの研究室に出
入りしていたカ人そこには、 Reinbergがノfリから
| 時折きていた。彼らは共同してこの視点を実行にtiti
びつける千上事をしていた。本書の「序」にこの人た

した次第である。
概 11 リズムは生命現象に普遍的で、多くの生理機

能のJ..にあらわれる。外部刺激に対する感受性も例
外ではなく、したがって、薬物をリズムのどの位相|
で投与ーするかによって効果が異なる( すなわち効果
に周期性がある) 可能性は理局からして当然考えら
れることであった。また、リズムの変測が病的な状
態を生むという立場から病気の治療法を考えるべき
ことも、これまた当然のことであった。
夜、は、このような動きが芽生えていることを、

「性物H寺計一サーカデアン リズムの機構J ( 岩波書
応、 1975{1ミ) で述べ、そのι1:1で、Halberg ll自えるとこ
ろのl時間治療について、 Reinberg らのl時間楽耳目学
的な笑験例などを使って紹介した。当時、国内でも
間際的にも、この穏の研究はなされていなかった
し、おそらくほとんど注目されていなかったと思
う。こんど出版された小川暢也編 I1時間薬王m学」 に
は内外の多くの文献が収録されており、そのほとん
どが 1980 if以降のもので、 1990年代のものが日ー倒
的に多く、注目度がこのところ急激に高まってきた
ことがわかる( というよりは、病気治療に関するこ
とであるので、目に見えた成果が急には現われなか
ったというべきなのかもしれないが)。
実! I J 性の極めて高い課題で、あるだけに、成果を将
来に的機かつ迅速につなげるためには、研究知見を
遂次3渡辺体系化する作業が必要だ。かつて永11 1治労

H  本l時Ii¥J'cj 物学会会誌 Vu 1. 7. N o .2 ( 2 0 0 1)  
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と。その後の進股が見ものであったが、約 15"1'を
経た今 1:1、I1時間j薬理学J の出現はまさにII!iJ'I:(こか
なっている。
この本は 18名が分担執筆して、が)2∞ページから

系、 |人] 分花、系などの疾患、隊H民|邸;号、!ぷfilj
のIf . ' t 問治療を各論的に扱う青11分にあるが、そのriijの
円141'1:IJ治療にむけてj と題した総論も、 IIS肝I1 LI:.物学
における|時間薬理学の位置を論じながら、ぷは概 11
振動の生理学的、分子逃伝学的機構にまでAえんで、
内谷は尚度で、ある。
H寺問:Jt理学のとくに大事な課題は、投柴に過した

H寺刻を、概日 リズムのととの位相に求めるかというこ
とである。リズムの普遍性を考えたとき、そこに、

を選ぶべきかという問題が生じる。そしてこれに対
する最終的な答えが、マーカーリスム 1'1体の制御機
怖を明らかにすることによって何られるものである

望j で述べられている。この指摘は、乍11:]をiji.*，1!.に
恭礎と応用などに分けるべきではなく、 1，1!j (i. がー体
のものであることを述べているのであって、これが
そのままこの本を編集する上の型I!.念になっているよ
うに!ぷえる。
H寺問楽lllii学は、ある意味では、決物に対する! 感受

性を指標として生体リズムの機構を研究する分野で
あるといっていい。概日振動体の)iji-イ1..が幾つかの動
物で明らかになり、その振動の機械が究明されてい
く過税は、多くの場合、外部刺激とth<動の関係様式
を解明する過程で、あった。このことを考えれば、 :築

の':1"で' * たす役割には、期待していいものがあるは
ずである。この本が、臨床医学:や柴J'I""?の人だけで
なく、 |時間生物学者に広く 読まれることを則符した
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“Only time will tell"， s. Hawking (1 942-) 



参加者・演者 ・座長のみなさまへ
1  .  学術大会参加者へのご案内
1. 全ての参加者はぱ ・る・るプラザ山口 1階玄関( 1 日目の午後以降は 3 階のロビー)
の大会受付にて学会参加費 6 0 0 0 円をお支払いください. その際，ネームプレートを
受け取り所定の部位に所属・名前をご記入ください. 参加費を前納された方は受付でネ
ームプレートを受け取ってください. 大会期間中会場内では必ずネームプレートを着用
してください.
2. 懇親会の参加受付も大会受付で、行っています. 懇親会は同じぱ・る・るプラザで大会
第 1 日目 1 1月 1 4 日の 1 8時 4 5分から行われます. 懇親会費は 5 0 0 0 円です.
3. 3階のロビーには時間生物学会の受付を設けています. 年会費をまだ支払っておられ
ない方は学会受付でお支払いください.

II.時間生物学会非会員の方へ
発表される方で時間生物学会の会員になっておられない方は，学会受付で入会手続きを
お済ませください. 年会費は 3 0 0 0 円です. 時間生物学会会員でない方が大会に参加す
るには臨時会員の手続き( 正会員の紹介) が必要です. 大会受付にお申し出下さい. 尚，
参加費には発表要旨集は含まれません. 必要な方は 1部 1 0 0 0 円でお分けいたします.
III. シンポジウムで講演される方へ
発表にはスライド， O H P，液晶プロジェクターが使用できます. 同一スライドを使用
する場合でも，使用順に並べ，必要枚数をご用意ください. それぞれのプロジェクター
は 1会場に 1台とします. スライド受付は各会場入り口付近にあります. その際，各自
で必ずスライド試写を行い，スライドの順番，上下，表裏の間違いがないことを確認し
て，スライドの預かり証をお受け取りください. 前発表者の登壇後，直ちに次演者席に
お着きください. 当該セッション終了後，スライド預かり証とひき替えにスライドは間
違いなくお持ち帰りください. O H Pはご自分で操作をお願いいたします.
尚，特別の必要がある場合はシンポジウムにおいては液晶プロジェクターが使えます.
その際は前もって，大会事務局にお知らせください. また，ノートパソコンはご持参く
ださい. 接続できなかったり，ソフトが動かなかったりすることが予想されますので，
各自の責任で，予定どおりプロジェクターが作動するかどうかを，昼休みなどの，会場
が使われていない時間にご確認ください.
IV. 口演される方へ
1. 口演発表の発表時間は 1 5分( 口演 1 2分，討論 3分) です. 時間は厳守してくださ

2. 発表にはスライド， O H Pが使用できます 液晶プロジェクターは、ンンポジウム以外
では使えません. 同一スライドを使用する場合でも，使用順に並べ，必要枚数をご用意
ください. それぞれのプロジェクターは 1会場に 1台とします. スライド受付は各会場
入り口付近にあります. その際，各自で必ずスライド試写を行い，スライドの順番，上
下，表裏の間違いがないことを確認して，スライドの預かり証をお受け取りください.
前発表者の登壇後，直ちに次演者席にお着きください. 当該セッション終了後，スライ
ド預かり証とひき替えにスライドは間違いなくお持ち帰りください. O H Pはご自分で
操作をお願いいたします
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V . ポスター発表される方へ
1. ポスター発表は 4 階の大ホールロビーと3 階の梅桜の 2 カ所に別れています. ご自分
のポスターをどこに掲出するかをプログラムで確認の上，ご自分のポスター番号が表示
しであるポスターボー ドに 1 4 日の 1 1時 3 0分までにポスターを貼ってください. 貼
るためのピンやテープなどは用意してあります.
2 .  ポスターサイズは横 9 0センチ，縦 1 8 0センチです. この範囲に収まるようにポス
ターをご準備ください.

14:00の時間には発表者はポスターの前に立って，質問に答えてください.
4. ポスターは大会期間中所定の場所に掲出したままにして下さい. 大会 2 日目の 4 時以
降に片づけてください.
V  1 . 座長の先生方へ
1. セッション開始 2 0分までに会場前のスライド受付にお越し下さい.
2. 進行は座長にお任せいたしますが，定時運営に努めてください. 活発な討論をお願い
いたします.
V II. その他
1 . 大会期間中ご不明な点は 1階ないしは 3 階に設ける大会受付にてお問い合わせくださ

2 . ぱ ・る・るプラザ周辺の食堂の地図を用意しておりますので，
さし¥
3 . 喫煙は喫煙室と表示された場所でお願い申し上げます.
4 .  4 階ロビーと3 階の梅桜にはコーヒー，紅茶などを用意しておりますので，休憩時に
ご利用下さい.
5 . 懇親会は大会第 1 日目の 1 8時 4 5分よりぱ ・る・るプラザ 3 階の雅 1の間 (B会場
となり) にて行し、ます. 大勢の方の参加を希望しております.

昼食の際にご利用くだ

会場
ぱ ・る ・る プラザ Yamaguchi
山口郵便貯金地域文化活動支援施設
干753・0042 山口市惣太夫町 1 - 1 5
電話 083-934-3333 
F A X  083-934-3334 

大会事務局
山口大学理学部時間生物学教室
井上慎一
干753・8512 山口市吉田 1 6 7 7 - 1
電話 083-933-5711 
F A X  083-933-5768 
Email inouye@ po.cc.yamaguchi-u.ac.jp 
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学会会場・宿泊案内

l!I_， 

‘、

交通アクセス

学会会場

C仁仁じ-一-/-./一一一，一 -/
H  約4時間 f  1  ;  i/  l 松江 j

e  
約2時間30分

( ぱ・る- るプラザYAMAGUCHI )  

〒753-0042
山口市惣太夫町1-15
TEL 083(934)3333 
営業時間 9  :00-21 :00 
休館日 月曜日 (祝・休日の場合は翌日)

JR山口駅、山口駅バス停から徒歩1分。
中国自動車道山口インターから車で 10分。

- 31  -



宿泊ホテル

( 湯田温泉)

J  

(山口市内)

0 ホテルニュータナカ
山口市湯田高田公園前
TEL 083-923-1313 
JR湯田温泉駅から徒歩9分

0 ホテル喜良久
山口市湯田温泉4-4-3
TEL 083-922-0333 
JR湯田温泉駅から徒歩 10分

0 プラザホテル寿
山口市湯田温泉
TEL 083-922-3800 
JR湯田温泉駅から徒歩 11分

0 ホテルニューかめ福
山口市湯田温泉4-ト15
TEL 083-924-7000 
JR湯田温泉駅から徒歩10分

0 サンルート国際ホテル山口
山口市中河原町ト1
TEL 083-923-3610 

JR山口駅から徒歩 10分
会場まで徒歩10分

【交通案内】小郡から湯田温泉まで一仁 J R山口線( 小郡駅ー湯田温泉) 約 1 8 分 2 3 0 円
JR.防長ハ0 7. (  "  ) 約 2 5分 4 6 0 円

湯田温泉から山口まで 一亡 J R山口線( 湯田温泉一山口駅) 約 3 分 1 4 0 円
JR.防長ハo 7. (  "  ) 約 1 5 分 1 9 0 円

山口宇都空港から
小郡まで一一宇部市営ハ o 7. ( 宇都空港- 1 j I 開制種目) 約 3 0 分 8 7 0 円

湯田温泉までーーす斤ンn/，o 7. (宇部空港一湯田温泉) 約 6 0分 1 .  1  2 0 円
山口まで ーーサンfン交通/， 0 7. (宇都空港一山口駅) 約 7 2 分 1 .  2 0 0 円
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ノミエ之 • 列車 R )  
J Rパス (平日) 湯田温泉通り一山口駅

湯田温泉通
7  :  3  2  
7  :  5  1  
8  :  1  7  
8  :  5  1  
9 : 4 2  

県庁前
7  :  3  9  
7  :  5 8  
8 : 2 4  
8  :  5 8  
9  :  4  9  

山口駅一湯田温泉通り
山日駅
1 5 :  3  0  
1  6  :  3  0  
1 7 :  3  0  

J R 普通列車
J R小郡駅

下り
(発)
7  :  2  6  
7  :  5  2  
8  :  2 5  
9  :  1  2  
上り

J R 山口駅 (発)
1 4 :  3  3  
1  5  :  1  6  
1  5  :  5  6  
1 6 :  2  5  

県庁前
1 5 :  3  6  
1  6  :  3  6  
1 7 :  3  6  

JR湯田温泉駅 (発)
7 : 4 4  
8  :  1  3  
8  :  4 3  
9  :  3  1  

JR湯田温泉駅 (着)
1 4 :  3  7  
1  5  :  2  0  
1 5 :  5  9  
1 6 :  2  9  

航空便発着予定時刻 ( 全日空のみ)

時刻表

山口IR
7  :  4  5  
8  :  0 4  
8 : 3 0  
9 : 0 4  
9  :  5  5  

湯田温泉通

JR 山口駅

1  5  :  4  3  
1  6  :  4  3  
1  7  :  4  3  

(着)
7  :  4 8  
8  :  1  7  
8  :  4  7  
9  :  3 4  

J R小郡駅 (着)
1  4  :  5  5  
1 5 :  3  8  
1  6  :  1  9  
1  6  :  4  9  

便名 羽田発~ 山口宇部着 l便名
6 9 1  0 7 : 2 5  0 9 : 0 0 1 6 9 2  
6 9 3  1 0 : 3 0  1 2 : 0 5 1 6 9 4  
6 9 5  1 4 : 0 0  1 5 : 3 5 1 6 9 6  
6 9 7 1 7 : 2 0 1 8 : 5 5 1 6 9 8  
6 9 9 1 8 : 1 5 1 9 : 5 0 1 7 0 0  

山口宇部発~ 羽田着
0 8 : 0 0  0 9 : 3 0  
0 9 : 4 5  1 1 : 1 5  
1 2 : 4 5  1 4 : 1 5  
1 6 : 1 5  1 7 : 4 5  
1 9 : 3 5 2 1 : 0 5  

全日空山口宇部 ( 0 8 3 6 ) 3 3 - 1 2 2 1  

- 33 -



会場の 意内
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第 1 日 1 1月 1 4 日( 水)

A 会場 (4階大ホーノレ) B会場 (3階雅 2，3) ポスター会場 (3階 4階)
9:00-

10・00- シンポジウム 一般演題口頭発表「心と生物時計J Al-A9 Sl-84 

11・00-
ポスター掲出

12:00-
時間生物学会総会

昼休み
13:00-

14:00-
ポスター発表
P1-P43 

15:00-

16・00-

ワークショ ップ
「生物リズムの理論的基礎

17:00- と多様也 一樹寅題口頭発表W 1 - W 6  AlO-A21  

18・00-

19:00-
懇親会
(雅 1)

20・00-
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第 2 日 1 1月 1 5 日( 木)

A 会場 (4階大ホーノレ) B会場 (3閣佐 2，3) ポスター会場 (3階， 4階)
9:00-

10:00- シンポジウム
季節への適F日樹需を探る: 一般演題口頭発表
光周測時機構の比較生物学 A 22-A 30  

85-87 
11:00-

12:00- 昼休み

13:00- 、
ポスター発表「時間について考えようJ

88-89 P 1-P43 

14:00-
ポスター片づけ

15:00- ワークショップ
「呼吸器領域における時間 一般演題口頭発表医学の臨床応用J

W 7- WlO 企31-A40

16:00-

17・00-
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1  1月 1 4 日
A 会場 (4 階大ホール)
8:55-9・00 開会の挨拶大会会長井上慎一

9:00-11:30 シンポジウム「心と生物リズムJ (81-84) 
オーガナイザ一 大川匡子 ( 滋賀医科大学・精神科)

太田龍朗( 名古屋大学・精神科)
81 生物リズムと仮眠の効果

広大・総合科学林光緒
82 ヒトの睡眠と生物リズム

精神・神経センタ一 内山真
83 うつ病と生物リズム

滋賀医大・精神医学 山田尚登
84 「リズム障害と心」一概日リズム睡眠障害の疫学・予後調査より 一

名大・医・精神医学粥川裕平

B 会場 (3 階雅 2 ， 3) 
9:00-11:30 一般演題口頭発表 (A1-A9) 

座長 名大・生命農海老原史樹文， 早大・人間科学柴田重信
A 1  給餌性サーカディアンリズムとラット時計遺伝子 Perl， Per2発現リズム

天使大 ・看護栄養勝野由美子
A 2  視交叉上核細胞構築と神経細胞リズム同期

北大・医本間さと
A 3  性行動が雌性ラット視交叉上核 (8CN) に及ぼす影響

横浜市大 ・医諸伏雅代
A 4  G T 8 1蛋白質レベルはユビキチンープロテアソーム系の分解制御を受けて振動する。

山梨医大創邦夫
A 5  ニワトリ松果体において cPer2 遺伝子の転写を光依存的に抑制する転写因子

E 4 B P 4 の同定
東大 ・理土居雅夫

休憩
A 6  M A P キナーゼによる B M A L 1 のリン酸化と転写活性化の抑制

東大 ・理 岡野俊行
A 7  Period1 トランスジェニックラットの解析

山口大・理梅田奈苗
A 8  眼球欠損ラットにおける視交叉上核の形態、異常

近大・医古河恵一
A 9  明暗サイクルへの体内時計の同調と Perl の発現

近大 ・医長野護



A 会場 (4階大ホール)
11:30-12:15 

12:15-13:15 

時間生物学会総会

昼休み

ポスター会場 (4階大ホールロビー及び 3階梅桜)
13:15-15:30 一般演題ポスター発表 I (P1-P42) 
(P1-P26 3階梅桜)
P1 Perl トランスジェニックラッ トS C Nにおける c-fos遺伝子と Per遺伝子の発現

山口大・理 渡辺絢子
P2 ウズラ卵巣における時計遺伝子の発現

名大・生命農安尾しのぶ
P3 Serotonergic modulation of M B N s  electrical responses is mediated by 5-HT 

receptors linked to adenylate cyclase in the cricket Gryllus Bimaculatus 
Yamaguchi Univ. A .S.M.  Saifullah 

P4 マウス視交差上核 (SCN) におけるサーカディアンリズムの明暗サイクル同調に
関与する遺伝子群の網羅的同定

放医研宮本由紀
P5 正弦波型照度変化サイクルに同調しているラットの視交叉上核と外側! 康状体にお

ける Fos 蛋白の発現
都神経研臼井節夫

P6 視交叉上核におけるグリア細胞特異的グルタミン酸トランスポータ - m R N A の概
日リズムと光反応性

濁協医大・生理篠原一之
P7 ラット視交叉上核における glutamate/aspartate transporter (GLAST) m R N A の

日周変動と光応答
山口大 ・理 松本あずみ

P8 視交叉上核 S C N における M A P K の日周変動
山口大・理 副島千絵

P9 ラット脳の視交叉上核における Cryptochrome 遺伝子の日周変動
山口大・理 三角古代

P10 Period1 過剰発現ラット視交叉上核における B m al 1 の発現
山口大・理相川貴志

P l1 オレキシンおよびオレキシン受容体発現に対する制限給餌の影響
早大・人間科学湯浅全世

P12 ヒメマルカツオブシムシ概年リズムの位相反応曲線
大阪市大・理 西村知良

P13 ニワトリ松果体における概日時計の個体発生
名大・生命農 岡林生才

P14 シアノバクテリア概日時計の光入力に影響を与える kaiCの突然変異体の解析
名大・生命理学清原洋太
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P15 藍色細菌 Synechococcussp.  P C C  7942の周期延長遺伝子 pex の分子遺伝学的解析
横浜市大 ・理沓名伸介

P16 多数の KaiC変異体によるシアノバクテリアの概日振動発生機構の解析
名大 ・生命理学今井圭子

P17 光周性花成誘導に関連する時計制御遺伝子 AtC401 のプロモーター解析
筑波大 ・生物小口太一

P18 光周性花成誘導に関連する時計制御遺伝子 C401 の構造と機能
筑波大 ・生物小野公代

P19 アナナスショウジョウパエ timelessの遺伝子解析
産総研 西ノ首いづみ

P20 ヒト P E悶 O D蛋白特異的抗体を用いた培養細胞での経時変化
産総研 目崎美穂

P21 株化細胞およびラッ ト視交文上核における rCRY lの発現誘導
近大 ・医藤岡厚子

P22 肝臓における m Perl m R NA 量の日周変動
山口大 ・理持田圭次

P23  ミツバチの概日性リズムとピリオド遺伝子の研究 (1 1) 
京大 ・生態研谷口賢記

P24 マウス S C N slice培養系における各種刺激に対する Perl発現日周リズムの反応
理研ゲノムセンター肥田昌子

P25 マウス Perl m R NA  3'UTRの機能解析
東大 ・医科研小島志保子

P26  E・C E L L System を用いた概日リズムの経路予測に関する研究
慶大 ・先端生命 三由文彦

(P27-P42 4 階大ホール前ロビー)
P27 1  9年間に季節性の変化がみられた季節性感情障害の 1症例

阪大 ・医熊ノ郷卓之
P28 オレキシン分泌における日内変動

滋賀医大青木治亮
P29 不眠症における光環境

滋賀医大沖野剛士
P30 術後せん妄と生体リズムの関連性

滋賀医大 中村英樹
P31 コンビニエンスス トアの利用が学生の朝方一夜型に及ぼす影響

高知大 ・教育 吉井さと
P32 学生におけるイライラしやすい性格と朝方一夜型との関係

高知大 ・教育平松敬大
P33 女子学生の月経周期に伴う気分の変化と朝型一夜型度の関係

高知大 ・教育竹内日登美
P34 新生児期，乳児期における心拍数変化の解析

日大 ・産婦人科 白石員貴
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P35 生物時計位相と睡眠維持機能の関連、およびその加齢変化
秋田医大戸津琢磨

P36 日本人における C L O C K多型と朝型・夜型
秋田医大戸津琢磨

P37 イモリの松果体外概日振動体の明暗サイクルへの同調と松果体のリズム
上智大・生命研千葉篤彦

P38 ニワトリ脹培養松果体のメラトニン分泌リズムと作用スベクトル
奈良女子大 ・人間文化 近藤智恵子

P39 母体血中及び母乳中のメラトニン、ド‘パミン概日リズムの変化
日大・産婦人科 三宅良明

P40 メラトニンの周期的投与による培養アストロサイトの同調
Texas A & M  U  niv. 足立明人

P41 健康者における気分の季節性変動
山梨医大碓氷章

P42 幼児期の睡眠習慣の特徴は、就学後持続するか( その 2)
福島大・教育福田一彦

P43 D S P S患者の光療法前後における P S G と体温リ ズムの検討
国立精神・神経センター 堀達

A 会場 (4階大ホール)
15:30-18:00 ワークショップ「生物リズムの理論的基礎と多様性J ( W I - W 6 )  

オーガナイザー 岩崎秀雄( 名大・生命理学)
吉村崇( 名大・生命農)

W l  シアノバクテリアにおける K ai時計遺伝子作用モデ、ルの再検討
科技団 C R E S T，名大・生命理岩崎秀雄

W 2  キイロショウジョウパエ perO系統における概日歩行リズムの温度依存的発現
九大・教研センター 松本顕

W 3  概日時計の同調機構の解明に向けた 3 次元多細胞確率シミュレーションとゲノ
ムワイドな発現解析

東大・医上田泰己
W 4  視交文上核における同調と脱同調一多振動体が生み出す様々な姿一

近畿大・医・解剖 重吉康文
W 5  粘菌変形体の細胞リズムの生理

北大・電子科学研 中垣俊之
W 6  体節形成における周期パターンの調節

徳島大・総合科学近藤滋
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B 会場 ( 3階雅 2 ， 3) 
一般演題口頭発表

座長 秋田大・医・公衆衛生本橋豊， 滋賀医科大 ・精神医学大川匡子
A 1 0  微少重力環境の睡眠と作業能力の概日特性への影響

精神・神経センタ一 白川修一郎

All R E M  .  N R E M 睡眠時における夢見体験の時間的分布特性
精神 ・神経センター 鈴木博之

A 1 2  Circadian rhythm of acute phase proteins under the influence of bright/dim 
light dur・ing the daytime. 

Nara W o m e n's Univ. Dominika Kanikowska 
A 1 3  季節性感情障害における hPer3遺伝子多型の解析

埼玉医大海老津尚
A 1 4  日中浴びる光の強度が人の消化管活動に及ぼす影響

大阪市大 ・生活科学 曽根良昭
A 1 5  携帯電話、パソコンの使用が学生の朝方一夜型に及ぼす影響

高知大 ・教育原田哲夫
休憩

A 1 6  体内時計と発育速度と生殖隔離
岡大・農宮竹貴久

A 1 7  連続音とパルス音を用いたラットの長短時問弁別課題の学習
広大 ・総合科学坂田省吾

A 1 8  夜間睡眠中の時間認知
精神 ・神経センター 有竹清夏

A 1 9  ヒトの時間知覚に関する生理学的研究
精神 ・神経センタ一 栗山健一

A 2 0  季節性感情障害(SAD)の疫学調査( 第 2 報)
滋賀医大今井虞

A21 自然光周性季節変化下のヒトの中核温度のサーカジアンリズム

3 階雅 1 (B会場隣)
18:45 
挨拶

奈良女大 ・生活環境登倉尋賓

懇親会

日本時間生物学会理事長，国立精神 ・神経センター総長 高橋清久
2  0  0  2年度大会会長，名古屋大学医学部教授 太田龍朗

日本時間生物学会事務局長，名大・生命理 近藤孝男
日本時間生物学会会誌編集委員長，名大・生命農 海老原史樹文
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1  1月 1 5 日( 木)
A 会場 (4階大ホール)

シンポジウム「季節への適応機構を探る: 光周測時機構の比較生物学J

オーガナイザー 富岡憲治( 山口大・理)
85 高等植物の光周性機構

筑波大 ・生物小野道之
86 見虫の光周性機構

大阪市大・理 沼田英治
87 n甫乳類の光周性

滋賀大 ・教育井深信男

B 会場 ( 3階雅 2 ， 3) 
一般演題口頭発表

座長 東京女子医大・内科大塚邦明， 北大・医・統合生理本間研一
A 2 2  高照度光照射による痴呆高齢者食事摂取量の変化( 第 2報)

松下電工( 株) R & D センタ一 小山恵美
A 2 3  月経前症候群における自律神経機能の心拍動周波数解析を用いた検討

藤田保健衛生大 中沢和美
A 2 4  神経性食思不振症児の 2 4時間、 昼および夜の心拍変動についての検討

東京女子医大数問紀夫
A 2 5  思春期発症の周期性傾眠症における時間生物学的検討

熊大 ・医川谷淳子
A 2 6  夜間の V D T作業が唾液中メラトニン濃度と直腸温に及ぼす影響

秋田大・医樋口重和
休憩

A 2 7  シフトワークにおけるメラトニンリズムの位相調節
北大 ・医橋本聡子

A 2 8  Angelman症候群におけるメラトニン分泌の特徴と睡眠障害について
順天堂大・ 医 井上雄一

A 2 9  Effect of timed administration of melatonin on reentrainment of locomotor 
activity rhythm in the field mouse M u s  Booduga 

Banaras Hindu Univ. Muniyandi 8ingaravel 
A 3 0  敗血症とメラトニン概日リズム

阪大・医西村信哉

昼休み
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A 会場 (4階大ホール)
12:30- 14:00 日本時間生物学会 ・山口大学時間学研究所共催講演会

「時間について考えよう J (S8-S9) 
挨拶 山口大学時間学研究所所長井上慎一

S8 ゼノンのパラドックスと「時間」
山口大 ・時間学研 ・哲学 入不二基義

S9 大都市高齢者の時間感覚とエイジング研究
山口大・ 11寺問学研 ・社会学辻正二

ポスター会場 (4階大ホールロビー及び 3階梅桜)
12:30- 14:00 一般演題ポスター発表 II (P1-P42) 

A 会場 (4階大ホール)
14:00- 16:30  ワークショップ「呼吸器領域における時間医学の臨床応用 J ( W 7 - WlO) 

オーガナイザー 蜘岡直人(鳥取大 ・医)
W 7  呼吸器領域における時間医学の臨床応用

鳥取大 ・医 ・内科蜘岡直人
W 8  成人端息に対する時間治療一経皮吸収型 82 刺激薬の有用性と臨床応用

マツダ病院 ・呼吸器アレルギー科 保津総一郎
W 9  小児気管支哨息に対する気管支拡張薬の時間治療

樹協医大 ・小児科 吉原重美
W 1 0  呼吸器領域における非線形解析の臨床応用

鳥取大 ・医 ・内科 迫隆紀

B 会場 (3階雅 2 ， 3) 
14:00- 16:45 一般演題口頭発表 (A31-A40) 

座長 奈良女子大 ・人間文化 ・人間環境大石正， 名大 ・生命理 ・近藤孝男
A31 Cryptochromel/2ノックアウトマウスへの野生型マウス S C Nの移植

山口大 ・理筋野貫
A 3 2  Cryl，2 ダブルノックアウトマウスを用いた制限車合f耳

山口大・理 持田圭次
A 3 3  線虫 C eJegansの移動行動における概日リズムの発見

北里大 ・医 三枝徹
A 3 4  ラット視交叉上核の in vitro における概日 リズム周期

獅協医大渡辺和人
A35 C S 系マウスの制限給餌同調行動リズムと S C N 時計遺伝子発現リズムとの車離

北大・ 医安倍博
休憩

A 3 6  S C N における Per タンパクの組織化学
山口大・理 佐村知紀
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A37 ハントウアカネズミ (Apodem u s pθ'l1insuJae) の日内休眠における環境要因の影
響

宮崎大 ・農 山田恭子
A38 概日リズムの位相反応の分子機構

東北大 ・情報科学 石崎茂生
A39 Genomic Object  Net による遺伝子発現リズムシミュレーション

山口大・情報土井淳
A 4 0  概日時計モデ、ルにおける酵素反応力学

九大・理黒沢元
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- 睡眠・覚醒リズム測定に〈マイクロミニ型を含む全機種〉
・光環境・体温測定にく 8角スリーブ時計型、アクティラム型〉
・疲れのチェックに <8角スリーブ時計型〉
・睡眠・覚醒リズムと微体動向時測定に〈トリモード型〉

6機種と4種の基本測定モードを
有機的に組み合わせ御利用下さい官

マイク口 ・ミニ型、B . M .A 型、
トリモード型、ウルトラ型

O O gの重さ
8角スリーブ時計型、アクテ ィラム型



医学発展の一助として

マウス・ラット・ウサギ・ピーグル犬他
飼料・飼育器材・床敷他

主要取引先 日本工ス工ルシ一、日本チヤールスリバー、日本農産工業、トキワ科学器械

"  協和グループ
・. ・. ・千代田開発株式会社宇部営業所

干7 5 5 - 0 0 5 7 山口県宇部市大字藤曲2 5 4 3 - 2
T EL.0 8 3 6 - 2 2 - 5 5 6 7  F A X . 0 8 3 6 - 2 2・5 5 6 8

生体メ力ニス. ムの解明へ

クオリティl晶君翼を超えて
Q U AUTY  IS M O R E  TH A N  A  W O R D  

E S P E C  

九戸

っ人工環境創造力
環境条件と人間の生理、この関わり
合いから生体メカニズムを解明する

F 人工気象室」心 温度ー湿度ー光街な
どの撚携をiiiJ V)  ，'H し、人の快適性や
ストレスにおよぽす影響の言hf1lJ データ
処理を'支現しています。
タパイエスペックは「人工気象室jを
通じて、多彩な環. l :5i ¥ をお屑けします。

タH !イ工スべνク株式会社
本 社大阪市北区天神橋3-5-6 干 530-8550 電話 (06 )6358-4741代表
東京本部 東京都江東区東砂8-5- 1 〒 136-0074 電話 (03 )5633-7290代表

http://w w w e s p e C . C O . IP  



V i t a l V i e wデータ収録システムは同時lこ2 4チャンネルのテレメータ受信入力データをオンラインディスプレイします。
マウス操作で個々のチャンネルデータをフォーカスできます。4 0 0 0シリーズE-Mitterl< t 、従来のテレメータの観念を
打ち破る画期的なシリーズです。この革命的なデータ送信装置には電池が必要ありません。アニマルケージの下に設
置したE R-40 0 0励起レシーJ¥かう、送信に必要なパワーを送信部に常時供給します。 (30 0 0シリーズ周〉

潤誌箆怒認滋野蝿闇瞳醐醐悶

ι同日弘樹

(VitalViewメインウインドウ> ( 各種送信器〉
近日中にマウスラットの心憶測定が可能主主、 E"ミッターがそろいます。
詳細は弊社ー小動物周テレメータシステムカタログーをと請求下さい。

N e w !  心泊・体温・運動量測定用E-ミッター
(VitalView 4 0 0 0・3 0 0 0シリーズ・テレメータシステム〉
(VitalViewの便利さ〉

Eーミッターシリー丈送個器
4IIPDT"4000E (樟沼運骨量用)
ザイ: x . : 2 2.1  x 8 . 2 x 5 . 3 m m  
血さ 1 5 g。セットアップや偶成が簡鰻です。

@ アーチファクトリーで信頼性の高いデーターが得うれます。
!lTE"Mitterシり ズは煩雑な電池交換が必要ありません。

4IIPDT"4000HR 
( 心泊担体昌運動量用)

命オンラインでデ タ処理しディスプレイします。
@ 機能的で汎用性の高いデ タ収録システムです。

ヲィヱ 22. J  x  8.2 x  6 . 3 m m  
E 古 1 8 g.‘a l、パイオリサーチセンター株式会社

富山l部品開 2

アナログデータ収録・解析システム
F o r  M a c i n t o s h  & powerL1ト
F o r  W i n d o w s  PowerLab パワーラブシステム。 データの

(Chartソフトウェア}
パワフル拡
多目的チャートレコーダ
儲能を網羅 l

号、.園園酌辺台高速パワーラブ/Sシリーズ(連続1OKHz/ 1  6ch)  女傑準パワーラブ/Eシリーズ(標準1KHz/8ch)  
最大サンプリング速度1OOKHzJ ¥ースト

(S cope ソフトウェア}
?三司| デジヲルストレ ジ

オシロスコ フ機能を
満載 f

USB/SCSI対応 愚大サンプリング速度 200KHz
PowerLab/4sp 高速4c h入力
PowerLab/8sp 高速8 ch入力
powerLab/16sp 高速 16ch入力

P O岬 erLab 新シリーズ

PowerLab/200 標準2 c h入力
PowerLab/400 標準4 c h入力
PowerLab/800 標準8 c h入力

基礎医学実習システム 即位;ZU 221日始:窓口$12111
設定 & データ. mj悩i自E可 豆EウJインアンプを!大Jii'，¥t、iJIリ完':il-JHt品。コ1-I-¥1Jを持Eあt寸ーるだけで百己{ f，主を
コンビュータ化できます !

・ セッテイングファイ JレのS a v e & L o a dで即時zスタートが可能 1
. テキスト、 Pict等優れたデータの五換性 !
. ネットワークによりデータの共有化を間J j 1 に笑行 1
3広 E長' 性.J台のコンビュータによるマルチドライブが可 能 !
. エクステンション機能により機能拡張性 (Dos e R espon ce、心抵図解析、
スパイクヒスト等のソフトウェア) が充実 !

記録処理
. usecオーダの瞬間 的な信号ーから数時 IIIJ、数日オーダまで幅広い記録レンジ 1
. ハードディスクへのダイレクトレコーテ'イングにより長時間 記録にも対 } 心 !
・ 優れたデー夕日二縮技術により長時1m記録もコンパクトにデジタノレ保存 l
・ 入 /-1-¥)) I'dJII奇記録が可能 ( AD. D / A .  T T L パラレルコントロ ノレ)1
. Pre-TI"igger， Post-Trigger， 
・ d v/d t. Rale. P eriod. C ount等のリアルタイムでのオンライン処現 !
. 1¥ノIa x V alue. M a x - M  川 S lo p e等の数 l 積額の税収り項目とオフライン処_ f'H 1  
. ライン、ドγト、ヒストグラムの表司、をはじめ、 X - Y. F F T .  2 0 0 m.  D a t a P a d友 4 ミ l.‘D I、パイオリサーチセンター株式会社DI'¥:. 謀議E諮問主制
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